


「ブレイン7ー ド」対応翻アミノチオネイン®

舘7(2025)年には65オ近の
蜘症患者数が推定700万人に

認知症の前段階と言われる軽度認知障害(MCI)
軽度認知症害：MCI (Mind Cognitive Impairment) とは、
認知症になる確率が非常に高い状態のことです。 認知機能（記憶、
決定、 理由づけ、 実行など）のうちの一つの機能に問題が生じて
はいますが、 日常生活には支障がない状態です。
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亡］各伺蛉の認0症祠蒜力←定の器合（人数） じコ年齢乃惑暉有病率が立する蝉（逗）

一各年齢の認知症有病率が一定の境合（率） →一各年齢の認知症有病率が上昇する場合（率）

出展：厚生労働省「新オレンジプラン」

「日本における殿知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」

ブレイン
フー ド

対応素材とは

ヒラタケ科のキノコ

（英名：ゴールデン

オイスターマッシュルーム）

北海道や東北で鍋物やみそ汁などに用

-L•もキノコです。 味はまろやかで良

ンが出ます。 かつては流通量の少

ないキノコでしたが品種改良を重ね、

現在は安定供給されています。

安全性と美味しさから学校給食でも広く

使われています。

エルゴチオネイン(ERGO)とは
血液や臓器に多く存在する親水性

アミノ酸誘導体で、 OCTN1という

トランスポーター （輸送体）を介し

て体内に取り込まれます。 ヒトの

体内では生合成できないことが知

られており、 タモギ茸などの食品

に多く含まれています。
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〇脳神経細胞
を増やす働き

OCTNl を通って血液脳関門を潜り抜けたエルゴチオネイン
は脳の中に入り、脳神経細胞を増やします。

〇神経成熟を促道〇ヒト臨床試9
（記憶力を回復）

ERG0:50,500µM 

T-.t'
-[

＊

3
 

〒i

対
照
＿

NT

(-0上．u03
8
0!:J.BtJ)

U
O!
S
S
9J
d
X

山
<
N
U
E 旦

NT5 

1 

脳神経細胞を増殖させるだけで
なく、シナプス形成を手伝い成

熟化させます
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※/3111-tubulin：神経細胞のマーカ ー
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0週時 △4週時△8週時 △12週時

ERGOを含む錠剤を1日俎立(ERG05mg)を毎日摂取

瞑証
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エルゴチオネイン1日5mg摂取
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